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資料３―３ 

モデル都市における改善対策シミュレーション 

 水質面（汚濁負荷量の制御）、衛生面（未消毒越流回数の減少）の改善対策のあり方

について、より詳細に検討するため、合流式下水道を採用しているいくつかのモデル都

市において修正ＲＲＬ法＋土研モデル又は海外モデルを用いてシミュレーションを実

施した。 

 

１．遮集量増加対策による負荷量の削減 

遮集量増加対策による、雨水吐き（合流式下水道において、通常は放流先への影響が

最も大きいと思われる）からの年間ＢＯＤ総越流負荷量の変化は、図２の通りであり、

都市により多少の異なりは見られるが、グラフの傾きから、負荷削減効果が大きいのは

１～２ｍｍ／ｈｒ程度までである。また、表１は、各都市において合流式下水道を分流

式下水道に置き換えた場合に想定される年間ＢＯＤ削減率（１－年間ＢＯＤ総流出負荷

量／年間ＢＯＤ総流入負荷量）及び雨天時ＢＯＤ削減率（１－雨天時年間ＢＯＤ総流出

負荷量／雨天時年間ＢＯＤ総流入量）と図２の遮集雨水量２ｍｍ／ｈｒ対策におけるＢ

ＯＤ削減率、並びにそれらの比較である。この表から明らかなように、全体的な傾向と

しては、遮集量増加のみの対策で分流式並みを達成することは困難である。 
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図１ 遮集雨水量のイメージ 
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図２ 遮集雨水量と年間越流負荷量 
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表１ ２ｍｍ/ｈｒ雨水遮集におけるＢＯＤ負荷削減状況 

(％) 
分流並BOD 
削減率 

２mm/hr 雨水遮集対策時 
BOD 削減率 

達成状況 
項 目 

年間 雨天時 年間 雨天時 年間 雨天時 
Ａ市 ８４ ７５ ８１ ６３ × × 
Ｂ市 ８７ ６７ ８６ ５８ × × 
Ｃ市 ８９ ８３ ８８ ７５ × × 
Ｄ市 ９６ ７８ ９３ ５６ × × 
Ｅ市 ８４ ５３ － － － － 
Ｆ市 ８４ ６２ ８２ ５３ × × 

注．Ｄ市は高度処理を実施しているため，削減率が高くなっている。 

Ｅ市は，遮集雨水量２mm/hr 時の資料なし。 

 



 

 4 

２．遮集量増加＋貯留対策による負荷量の削減 

１．で説明したように遮集量増加のみの対策では分流並みを達成することは困難であ

るため、遮集量増加とあわせて現在貯留対策が一部実施されている。遮集雨水量１ｍｍ

／ｈｒ程度に加えて貯留対策を実施した場合、年間ＢＯＤ総流出負荷量及び雨天時年間

ＢＯＤ総流出負荷量と貯留規模との関係は、図３、図４の通りであり、都市により多少

異なりは見られるが、グラフの傾きから、負荷削減効果が大きいのは貯留規模が３～５

ｍｍ程度までである。各都市共に、分流式並み（表１の分流並みＢＯＤ削減率）を達成

するには、遮集雨水量１ｍｍ／ｈｒ程度＋２～４ｍｍ貯留程度の対策が必要である。 

また、図５、６（両図共にＤ市の事例）は、遮集雨水量と貯留量両方を変化させた場

合の年間総ＢＯＤ総流出負荷量及び雨天時ＢＯＤ総流出負荷量との関係であり、図の通

り、遮集雨水量にかかわらず、４ｍｍ貯留程度までは放流負荷量の削減効果が大きい。 
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図３ 貯留規模と年間ＢＯＤ総流出負荷量 

 

 （注）Ｄ市は高度処理を実施しているため、流出負荷量が小さくなっている。 



 

 5 

 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
貯留規模(mm)

雨
天
時
BO
D総

流
出
負
荷
量
(k
g/
年
/h
a)

A
B
D
F
分流並

F

BA

D

 
図４ 貯留規模と雨天時ＢＯＤ総流出負荷量 

 

（注）Ｄ市は高度処理を実施しているため、流出負荷量が小さくなっている。 
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図５ 遮集雨水量ごとの貯留規模と年間ＢＯＤ総流出負荷量 
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図６ 遮集雨水量ごとの貯留規模と雨天時ＢＯＤ総流出負荷量 
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３．ＳＳに関する削減対策 

ＳＳについては、ＢＯＤとは特性が異なり、路面等ノンポイント起因のものが多く、

雨天時において、分流式下水道（雨水管）からもＢＯＤ値に比較して大きなＳＳ値を有

している雨水が、公共用水域等に流出している（参考資料３）。 

図７は遮集雨水量１ｍｍ／ｈｒ程度に加えて貯留対策を実施した場合、年間ＳＳ削減

率（１－年間ＳＳ総流出負荷量／年間ＳＳ総流入負荷量）と貯留規模との関係であり、

図中に各都市における合流式下水道を分流式下水道に置き換えた場合の想定される年

間ＳＳ削減率も示している。本図の通り、両都市においても、ＢＯＤにおいて分流並み

を達成する遮集雨水量１ｍｍ程度＋貯留量２～４ｍｍの対策を行えば、ＳＳについては

分流式下水道並みよりも５～１０％増の削減が可能となる。 
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図７ 貯留規模と年間ＳＳ削減率 
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４．遮集量増加対策による越流回数の削減 

遮集量増加対策による、年間の越流回数及び年間の越流時間の変化は、図８～９の通

りである。図８の通り、越流回数は、都市により多少の異なりは見られるが、グラフの

傾きから、削減効果が大きいのは１～２ｍｍ／ｈｒ程度までである。この場合、年間降

雨量又は降雨回数により一概には言えないが、概ね越流回数は４０～６０回前後、越流

時間は１００～２５０時間程度となる。 
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図８ 遮集雨水量と越流回数 
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図９ 遮集雨水量と越流時間 
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５．遮集量増加＋貯留対策による越流回数の削減 

遮集雨水量１ｍｍ／ｈｒ程度に加えて貯留対策を実施した場合の年間の越流回数、年

間の越流時間、年間の平均越流水質の変化は、図１０～１２の通りである。図１０の通

り、越流回数は、都市により多少の異なりは見られるが、グラフの傾きから、削減効果

が大きいのは３～５ｍｍ貯留程度までである。この場合、年間降雨量又は降雨回数によ

り一概には言えないが、概ね越流回数は３０回前後、越流時間は８０～２５０時間、年

間平均水質は概ね３０mg/l 前後となる。 

また、図１３は、遮集雨水量及び貯留量両方を変化させた場合の越流回数との関係で

あり、図の通り、遮集雨水量にかかわらず、４ｍｍ貯留程度までは放流回数の削減効果

が大きい。 
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図１０ 貯留規模と越流回数 
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図１１ 貯留規模と越流時間 
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図１２ 貯留規模と越流水質 
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図１３ 遮集雨水量ごとの貯留規模と越流回数 

 

６．対策の費用対効果 

図１４（Ｄ市の事例）は、遮集雨水量と貯留量両方を変化させた場合の削減負荷量当

たりの事業費との関係である。図の通り、遮集雨水量に関わらず１～５ｍｍ貯留におい

て費用効果が大きくなっている。 
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図１４ 費用対効果 


